
2022年6月『ジャーナリズム論』淡路島合宿・参加学生のレポート集

日時：6月25日～26日
参加学生：大和大学社会学部２年生12人
レポート：岡本ご夫妻からうかがったインタビューをもとに、それぞれ重要だと思った点を選択し、

レポートを作成（800字）

①

これからの農業とソーラーシェアリング　大田浩輝

　今回の合宿において私が強く感じたことは、これからの農業の可能性である。昨今の状況を
見ると、若者の農業離れとは目を見張るものがある。そんな中、今回は私たちが体験し、お話
を聞いた「ソーラーシェアリング」というものには様々な可能性を感じた。その一つは、環境問
題への適応力である。ソーラーシェアリングとは農業と、太陽光発電を両立するという画期的
なものである。これは、私たちが日頃より掲げているSDGs解決への問題に対し非常に効果的
であるのだ。そして、太陽光発電で得ることのできた電力というのは、自分の給与という形に変
化するのである。なぜなら、近隣の住民への電力配給や、大手電機会社への電力販売が期待
できるからなのである。このことから、ソーラーシェアリングとは、若者離れの要因として挙げら
れる給与の低さを補ってくれ環境に対する配慮も行えるのである。
　また、今回訪問した淡路島には地域メディアを救うカギが隠されており、それはパソナが来た
ことによる経済効果である。パソナが来たことにより淡路島の住民は前年と比べ大幅にアッ
プ、急激な地域活性が進んでいると同時に若者も増えるということを示している。しかし、今回
の岡本ご夫妻とパソナとは関連が薄く若者というワードが出てきていない印象であった。だが、
逆にこれは今後の展望としてはパソナとの連携及び、若者の農業従事者増加に繋がるのでは
ないかということである。地方創生を謳うパソナはこれらの問題ととてもよく合致し若者向けの
取り組み多く行っている。また多くの起業家がこの島に集まることも予想され、今後の淡路島と
は数年、数十年先の未来を予想し描いていくために非常に重要な舞台なのである。
　ではここでソーラーシェアリングの問題点を話す。それは大きく初期費用の高さと、前例の少
なさである。初期費用に関しては、若者が始めるには余りにも高額でありそれだけの利益を生
めるかどうかはほぼ無謀にも等しいものと言える。また、前例の少なさは大きな足かせとなる。
政府が認証、品質、収穫量の検査などを行いようやくこの取り組みを始められる。だがそこに
たどり着くには長い歳月をかけなければならない。ソーラーシェアリングという取り組みは地球
環境及び、農業の活性化に非常に効果的であると言える。だがその第一歩を踏み出すまでが
大きな道のりであり、最大の難所となってしまっているのである。

②

動物として自然との共存を！　茅原史

岡本賢三さんは淡路島という自然豊かな地で農業を営んでいる。もともとはサラリーマン生活
をされていたのだが満を持して早期退職し、ふるさとの淡路島にて農家となった。そんな賢三さ
んは年をとってくるごとになにが人間にとって幸せなのかということについて考え自然と一緒に
いることが一番だと思うようになったそう。人間には狩猟や農耕というものが本質にあると考え
ているからだ。そしてそれを実現する最善の手段が農業。自分でつくりどう育ってきたのかを理
解して食べていくことができる。これが農業の最大の魅力でもあるのだ。

淡路島の魅力とは？

賢三さんは淡路島の魅力は何？という問にズバリ答えた。「大自然と人だ」と。淡路島の壮大
な自然が魅力的なのはもちろんのこと、人にも目を見張るものがあるようだ。それは距離感
だ。農業をやるにしても近所の農業仲間が様子を見に来てアドバイスをくれるなどとても近い



人間関係があるのだ。これには賢三さんも厄介でもあると苦笑。しかし何かあればすぐに気に
かけて助けてくれるそんな人間関係にとても喜んでいるとも言っている。またパソナの移転もあ
り自発的に何かをは始めたいと考えているような人々にもとてもよい環境であるとも語ってい
る。農家も多いことから自営的な人々が多く、新しいことをはじめてもしっかりとした結果も得ら
れやすいようである。

ソーラーシェアリング＆農業のタッグ

岡本ご夫妻はもともと農業を始めるにあたってソーラーシェアリングを生活の一助としていたよ
うだ。農業だけでは生活は難しいという現状を打破する画期的な策であるように筆者も感じる。
ソーラーシェアリングは初期費用こそかかるが岡本ご夫妻の農園のものでは約28軒分の電力
を補えるそう。年間でも約400万という生活費の足しとしては十分すぎる利益をあげているよう
で農業の生活の大きな助けとなっているのだ。またソーラーパネルを設置してもいろいろな作
物を栽培することが可能なようでご夫妻は日々情報発信をしている。今後、農業界に革命とも
言える大きな変革が起こり農家になることそのものが世間に受け入れられる時代が来るのも
そう遠くない未来であるだろう。

農業を知らぬ若者へ

賢三さんはサラリーマン時代に過度なストレスによって体調を大きく崩してしまうこともしばしば
あったそう。妻の純衣さんから見ても心配は尽きなかったようだ。しかし農家へ転身した賢三さ
んは社会の苦しみやしがらみから解放されとてもいきいきとした生活をするようになったのだ。
大自然と触れあいともに生きることがとても重要であり農業はそれを実現する素晴らしい魅力
をもつものであるのだ。どうか農業を、自然を負の面だけでとらえず注目してほしい。農業とい
うやりがいのある素晴らしい世界に新しい一歩を踏み出すのだ。

★岡本ご夫妻へのメッセージ

苗を植えたり農家としての矜持など様々なことを体験させてくださりとても感謝しています。心
優しくすぐれた価値観をもったとても仲のいい岡本ご夫妻が私は大好きです。どうかそのまま
お元気で、農業界に革命を起こしてください。この度は本当にありがとうございました。とても楽
しい夢のようなひと時でした。またお会いしましょう！！

③

元サラリーマンが語る自然と暮らす魅力　岸本悠史

　今回の体験で１番感じたことは、「淡路島ソーラーファーム」を運営している岡本夫妻が生き
生きと暮らしているということである。岡本賢三さん（61）、岡本純衣さん（61）は共に淡路島出
身であるが、賢三さんの就職のために島を出て暮らしていた。
　賢三さんのサラリーマン時代は、働く上でストレスが大きく、純衣さんが心配して賢三さんの
兄夫婦に相談するほど元気がなかったという。純衣さんも、専業主婦で暇だと感じており覇気
がなかった。しかし、その後目標としていた55歳で早期退職をして淡路島に戻り、退職金と貯
金を使ってソーラーシェアリングを建てて農業を始めた。賢三さんは、農業を始めてから世間
の人よりも幸せに暮らせている、よく食べ・よく寝れるようになったと感じている。友人からも「サ
ラリーマン時代よりも生き生きしている」と言われたという。
　賢三さんは、サラリーマン時代と比べて「本来の人間の暮らし」ができるようになったことに幸
せを感じているそうだ。ノルマやタスクに追われることなく、鳥と共に起きるというようなことが本
来の人間の暮らしだと考えている。また、仕事で失敗をしても怒られる相手は、純衣さんや共
に農業をしている純衣さんの母、たまに近所の方のお節介で怒られる程度のため、全くストレ
スにならないという。純衣さんも、農地は実家のため気を使わずに過ごしていると語った。



　賢三さんのインタビューの中から、「自然を大切にしたい」という思いが強く感じられた。現在
ソーラーシェアリングは成果を上げているが、自然の景観を壊してしまう側面もあり導入には
心を痛めていたという。しかし、現在の主な収入がソーラーシェアリングで生活を支えられてい
るため感謝もある。良い面と悪い面のバランスを取ることが大切だと語った。
　さらに大きな規模での良い面と悪い面では、パソナの本社移転についても考えを述べた。賢
三さんは、パソナが淡路島を開発することによって、人工的なものが生み出されて自然がなく
なってしまう危機感を持っていた。しかしまた、若者が増えて島全体が活気付くなどの新たな魅
力が増えることも理解していた。その中で、淡路島の魅力を発信できる人が増えてきているこ
とが今の淡路島の魅力であると語った。新たに人を集めることや開発することと、地元の人た
ちが大切にしているものを守るバランスを見極めることが大事である。

　純衣さんは農業だけでなく、ブログでソーラーシェアリングや取り組みの発信をおこなってい
る。賢三さんは、「若者に淡路島の魅力を伝えるためには？」という質問に、「うちの農園に来
ればいい」と答えた。農園に来て自然と触れ合うことで、淡路島の魅力に気づくことができると
いう考えだった。
　最後に、私はブログだけでなく、YouTubeなどでの発信をすることでより多くの視聴者に自然
の魅力・農業の魅力を発信することができると考える。大和大学社会学部では、メディア社会
学コースがあり映像制作も行っているため、制作に携わらせてもらうことで学生の実践にもな
ると考える。また、そうすることによって、制作に携わった学生たちも淡路島の魅力に気づくだ
ろう。

⑤　岡本ご夫妻へのメッセージ

本当に貴重な体験をさせていただき、ありがとうございました。岡本夫妻の仲の良さをひしひし
と感じました。また淡路島に行く際には、連絡させていただくので、可能であればお手伝いをさ
せてください。

④

自然との共存　定井祥真

　今回ぼくの今までの人生では初の体験となった現地に行って実際に農業をやってみるという
ことは得るものがすごく多かったと思います。そこで一番感じたのは自然の良さでした。今まで
ずっと自然とはかけ離れた都会に住んできて都会暮らしに慣れてしまっていて自然というのが
どういうものなのか何も知りませんでした。また、農業についても何も知りませんでした。岡本さ
んから実際に話を聞かせてもらえるというのはすごい貴重な体験になりました。農家をしてい
ていいことは人づきあいが深いことであったり、そのおかげで互いにアドバイスをし合ったり気
にかけてくれることだと聞いてぼくがずっと思っていた農家の方々は顔見知りが多く仲がいいと
いうのが納得できました。また、自分のやったことの成果が見えやすいということはまさにその
通りだと感じました。自分で作ったものを売ってそれを食べてもらってその人の生活の一部とな
るというのは実感がわきやすい事なのかなと感じました。農業を体験している時いろんな虫と
も出会いました。中には見たことのない虫もいたり知っている虫でも日ごろ都会じゃ見ない虫も
たくさんいました。他にも見たことのない木だったり森みたいなのもあって都会にはない自然の
魅力をすごく感じました。近くの海に行けばたくさんの魚だったりきれいな鳥がいたり日が落ち
るころにはすごくきれいな景色が見れたりして淡路島はすごいいいところだなと感じました。ま
た、車の後ろにみんなで乗ったりしたのも普段大阪じゃできないことですごくいい思い出になり
ました。
　今回実際に淡路島に行ってこういう体験をしてみて行ったのと行ってないのとでは自分のこ
れからの人生が１８０度変わっていたんじゃないかと思えるぐらい得るものが多かったです。自
然の良さというのをたくさん教わりました。岡本さんが仰っていた都会での積み上げがあったか
ら農家で成功したというのもやはり都会での暮らしがどういうものなのかを知っているからこそ
自然の良さというのがよりしっかりわかり、うまく自然と共存できているからかなと感じました。



⑤　岡本ご夫妻へのメッセージ
今回大変貴重な体験をさせていただきありがとうございました。ぼく自身今まで都会の暮らし
はすごい便利だと感じていて、大阪でも端のほうだと交通が不便というのを聞いて栄えている
ところのほうがいいなと思っていたんですけど実際に淡路島に行って都会から離れた暮らしも
してみたいと感じました。自分のこれからの人生の選択肢が増えました。また機会があればぜ
ひお話を聞かせてください。

⑤

自給自足で人間的な暮らしを送る岡本ご夫妻　佐藤桃花

　2022年6月25日、天候は曇りときどき雨。大和大学の授業の一環で、教授とともに生徒10人
程で岡本ご夫妻が営む淡路島ソーラーファームに訪れた。午前中は落花生の定植作業・午後
は玉ねぎの出荷作業をさせていただいた。

私は、土と触れ合うことが小学生以来だったため、なんだか懐かしい気持ちになった。あの
頃、農作業といえば暑くてしんどいイメージしかなかったけれど、20歳を迎える今、とても気持ち
が清々しく自然と触れ合う大切さを知ることができた。

また、作業の後は岡本ご夫妻にインタビューをさせていただいた。その中で、賢三さんは「農
業を行うことで自然と直結した、よく寝てよく食べる自給自足の人間らしい生活を営むことができ
る」と答えられていた。都会に住む私たちは、自然と触れ合うどころか、毎日電子機器に囲まれ
て、朝から晩まで追われた生活を過ごしている。しかし、淡路島ではそのような日々の焦りや不
安がなくなりゆったりとした時間が流れていた。

そして、淡路島ソーラーファームならではの取り組みといえばソーラーシェアリングだ。果樹園
を潰して、太陽光発電を行っていたことに違和感があった時、純衣さんが見つけたそうだ。ソー
ラーシェアリングとは、農地の上に太陽光パネルを設置し、農業と発電を共有させるものであ
る。そのため、ソーラーシェアリングで収入を得ながらも、農業を行うこともでき、土地の有効活
用ができるものだ。

また、田舎ならではの人付き合いも今の若者には足りていないのではないかと感じた。お
せっかいながらも本来あるべき姿でのコミュニケーションなのではないか。パソナの影響もあり、
淡路島が活気付いて、若者が来ることで新たに淡路島の魅力をさまざまな方法で発信すること
ができるのではないだろうか。

果てしなく広がる山や田んぼの緑、そして空に広がる青のコントラストがとても美しく、そこには
私たち都会人とは違った時間の流れであるほどゆったりとした、何事にも追われないかけがえの
ない空間があった。

岡本ご夫妻へのメッセージ

農作業をするのは久々でしたが、とても楽しく自然と触れ合う喜びを感じることができ、貴重な
経験でした。このような機会を頂き、本当にありがとうございました。

⑥

農業は自然との共存　左納直樹

　　 6月25日、私たちは岡本ご夫妻が営んでいる淡路島ソーラーファームにお邪魔しました。ま
ず最初に目に入ったのは、大きな畑。私は見慣れない風景に驚きを隠しきれませんでした。
元々田舎の風景が好きな私は、居心地があまりにも良いので、深く深呼吸をし、その後、農業



体験をさせていただきました。そして、農業の大変さを知りました。
　岡本ご夫妻にインタビューを行い、農業の魅力や問題、苦労などさまざまな部分で農業とい
うものを知ることができました。その中で最も印象的なのは「農業とは生きること」という岡本さ
んの言葉です。これまではサラリーマンの生活をされていた岡本さん。今までの暮らしは正直
言って苦しかったと語られていました。しかし、農業に携わるようになってから、元気が漲ってく
るように農作業、畑作業をこなし、今では毎日が幸せとおっしゃっていました。また「自分で育て
た野菜は他の野菜と比べても美味しいと感じる」と栽培した野菜への愛情も伝わってきました。
　ここからは淡路島の魅力を発信したいと思います。淡路島の魅力を一言で表すなら、自然が
素晴らしいという点に限ります。周りを見渡すと一面に緑が広がり、少し奥に行くと海が広がっ
ています。こんなにも自然と密接している場所に行くのは初めてだったので、私は好奇心旺盛
の幼稚園児のようにはしゃいでしまうこともありました。周りにビルや工場が存在しない街とい
うのはこんなに居心地が良いのかと身に染みて感じ取ることができました。また、さまざまな生
物にも出会いました。農業体験をした時には、池が近かったのが理由なのか、カエルが畑の上
で日向ぼっこをしていました。また、海へ行くと、無数の小さな魚や蟹、フグのような少し大きな
魚まで、普段では絶対に目にしない生物との出会いがありました。まるで、自分は今自然に出
迎えてもらえているような気持ちになりました。
　このように、農業体験や自然の豊かさを知ることによって、人間と自然は共存していることが
わかりました。環境問題が解決しないのは、国民のほとんどが、自然の素晴らしさをあまり理
解していないためだと考えます。よって、今後の課題として、自分が自然の素晴らしさを発信す
る一員になれたらと思います。

⑦

ソーラーシェアリングのもと輝くソラ玉ちゃん　田島涼

　淡路島に合宿へ行くにあたって「ソーラーシェアリング」というものを初めて知った。ソーラー
シェアリングとは、農地に支柱を立て営農を続けながら太陽光発電を行う設備のことをいう。ま
た太陽光パネルの角度を自由に変えることができ、時間帯や季節などその時の太陽に応じた
効率的な発電を可能にする。岡本ご夫妻は淡路市では初となるソーラーシェアリングを2015
年から開始した。ソーラーシェアリングで栽培されている作物は、ソラ玉ちゃんと名づけられた
玉ねぎをはじめ、落花生や里芋、ホワイトコーンにステーキナスなど非常に多くの種類がある。
多くの種類の作物を育てることにより、「ソーラーシェアリングでは作物がうまく育たないのでは
ないか」といった不安によりソーラーシェアリングをためらう人への救いの手を差し伸べている
のだという。
　ソーラーシェアリングの明るい未来を岡本ご夫妻は見据えている。安定的に電力を救急でき
る発電方法とし、その安定性は水力発電や風力発電に勝るとしている。しかし太陽光パネル
の製造にかかるコストや電力といった課題も避けて通ることはできない。
　淡路島にパソナが移転し、ニジゲンノモリをはじめとした開発が急速に進む中、パソナが巨
大施設を建てて、建てっぱなしにならないか、島民が尻拭いをすることになるのではないかと
いった危惧も岡本ご夫妻は抱えている。かつてのニュータウンのような成長と衰退があっては
ならないことは当然である。しかし岡本さんは「パソナの開発の衰退を止めるのも島民の役目
である」と語る。淡路市長すら、パソナの開発が早すぎてついていけないと語るほどの現状で、
淡路島の島民はパソナが儲け第一でないことを願っている。
　最後に、農業の良さ、人間的な生活の良さを岡本ご夫妻が語った。サラリーマン時代はノル
マに追われる生活でお酒を飲むことは多く身体も壊しがちであったという。農業は誰かに何か
を強いられることもなく、自由な生活を送ることができることで、始める前は農業だけで食って
いけるのかやちゃんと生活できるのかといった不安もあったが、ソーラーシェアリングを始めて
良かったと語る。今を生きる若者に向けても、淡路島で一発儲けてやるといった野望を抱いて
いる人より、自然にあふれた人間的な生活を望む人の方が魅力を見出し豊かな生活を送れる
のではないかと語った。

⑧



『若者よ、淡路島の歴史をつなげ』　渋谷舞

　兵庫県内の瀬戸内海に浮かび、最近若者からも注目されている淡路島。この淡路島には、
農業を営みながらも生き生きと過ごしているご夫婦がいる。岡本賢三さん(61)、純衣さん(61)ご
夫妻だ。岡本さんご夫妻は、淡路島での農業生活を決して苦ではないと語る。その背景には、
賢三さんが長年勤めてきたサラリーマン生活での壮絶なご経験と、それを支える妻、純衣さん
の苦労があるからだ。農業未経験だった岡本夫婦が、淡路島で農業を始めたきっかけは、長
年に渡ったサラリーマン生活を55歳という年齢で退職し、純衣さんの実家である淡路島での農
業生活に携わったことからである。初めは自然だらけで離れたかった淡路島も、今では自然だ
らけだから住み心地が良いと感じているようだ。そんな岡本夫婦にとって、農業生活の中での
一番の幸せは、地球を相手にして農業をし、自分自身の手で育てたものを食べることである。
どんなに忙しくても、農業には絶大なやりがいと素晴らしい魅力があるからこそ、岡本夫婦は
生き生きとした暮らしを送っているのだろう。
　冒頭でも述べたように、近年では淡路島が様々な世代から注目を集めている。人口の半分
以上の割合を40歳以上が占めている淡路島では、若者からの注目は大チャンスである。パソ
ナという企業が淡路島に拠点を移し、たくさんの施設や企画を作っているのだ。パソナによって
淡路島が活気付いていることは、どのデータを見てもよく分かる。一方で、淡路島の住人がつ
いて行けていないのが現状課題である。そして、観光地として若者が訪れたところで、在住す
るということに結びつくわけではない。これらのことから、淡路島には魅力と課題が詰まってい
ることが分かる。
　最後に、岡本さんご夫妻による若者に向けてのアドバイスを共有したい。まず、岡本夫婦は、
何事にも興味を持ち、とにかく目標を持ってやってみることが大切だと述べている。とはいえ、
知識は何をするにも必要であるため、学ぶことを欠かしてはならないのだ。様々なご経験を経
て、誰もが羨む生活を送っておられる岡本ご夫妻だからこそ、これらの言葉に重みがうまれて
いるのであった。

この度は、素晴らしい経験をさせていただき、本当にありがとうございました。
数日が経った今でも、淡路島での体験はすごく充実したものとして記憶に残っています。
岡本ご夫妻の優しさに触れ、得たものがたくさんありました。
今回の農業体験や、岡本ご夫妻との対談で学んだことを、今後の大学生活や、その先に活か
したいと思います。

⑨

「故郷と共に歩む」ソーラーファームの取り組み　中川康志郎

　淡路島の地方創生について調べるべく、大和大学ジャーナリズム論受講生は6月25日淡

路島ソーラーファーム(洲本市)を訪れた。インタビューに応じたのは岡本賢三さん(61)

と妻の純衣さん(61)。2人は2015年から営農を続けながら太陽光発電を行う「ソーラー

シェアリング」の当事者だ。パソナの本社が移転し変化しつつある淡路島に住む彼らに密

着した。

都会から離れた人間らしい生活
　「ソーラーファームの魅力は、食物も職も町のエネルギーも、すべてではなくても生き

ていく上で必要なものが担保できること」。賢三さんは40年近くサラリーマンとして都

会での多忙な生活を送った。彼は多くの人生経験をしたなかで自分の幸せについて考え

た。そして農業に従事し、自然に働きかけるという人間の基本に帰ることが自分にとって



の幸福だという結論に至り、生まれ育った淡路島で経験の無い農家になることを決意した

という。

　淡路島は「エネルギーの持続」「農と食の持続」「暮らしの持続」の3つを目標とする

「環境未来島構想」が推進されている。岡本さんは地域の取り組みに参加し、物質的に自

然へ働きかける仕事に「すごく人間らしさを感じる」と述べた。
　

若者に伝えたい農業の魅力
　岡本夫妻は農業就業人口の低下に問題意識を抱いているという。総務省の統計ダッシュ

ボードを見ると30年で200万人以上農業就業人口が低下している。一方で、NHKの調査

によると、49歳未満の積算新規就農者数は意外にも10年で約20万人増加した。2030年に

はさらに10万人以上増えていく予想だ。

　純衣さんはこうした若者の就農人口の増加に貢献するためにブログで農業の魅力を発信

している。魅力として最も強調したいのは「地球を直接相手にすること」だという。科学

技術が発展しても人間が仕事の中心となり、自然に働きかける営みはいつの時代も変わら

ない。自分の育てたものが食べ物となり、それを食べられたときの達成感は第一次産業の

人間の特権なのかもしれない。

変わりつつある淡路島、岡本ご夫妻の思い
　人材関連事業を展開する株式会社パソナは2020年に世田谷区にあった本社を淡路市に

移転した。島内では集客施設として集合飲食施設やアニメテーマパークが新設された。町

づくりの成果が出はじめ、淡路市の人口は増加傾向にある。賢三さんは町の発展を歓迎す

る一方で不安もあるという。土地が買収され建設が進む中で、農業をしている人の生活が

尊重されなかったり、自然が蔑ろにされることはあってはならない。「市民として自ら主

体となって淡路島の町づくりに携わっていきたい」と賢三さんは言う。地元の伝統を守る

ことと未来への可能性を開いていくことの両立、これがこれからの淡路島の課題だ。

岡本ご夫妻へのメッセージ

この度は貴重な体験をさせていただき、本当にありがとうございました。今回私たちは、地元の
人と協力し地域の課題解決をゴールとする「ソリューション(課題解決型)ジャーナリズム」を学
ぶため、淡路島ソーラーファームにお邪魔しました。農業体験は初めてのことばかりですごく視
野が広がりました。インタビューの時に、岡本さんは「農業の魅力は自然を相手にして、人間ら
しい生活ができること。」とおっしゃっていました。普段都市にある大学に通う私たちはあまり考
えたことのない内容で私には衝撃的でした。テレワークやITなどの発達で社会の姿が変わって
も、自然に働きかけてものを作っていく人間の営みはいつの時代も最も大切で変わらないもの
だと改めて感じました。やはり科学技術がいくら発達しても仕事の中心は人間です。だからこ
そ、岡本さんが運営するソーラーシェアリングのような社会課題に貢献する活動を人々に伝え
ていくことが重要だと思いました。これからキャリアを考えていくうえでもとても価値のある話で
した。ファームでの体験と岡本さんのお話を仲間と共有できたことが私にとって貴重な財産に
なると思います。



⑩

若者よ、うちの農場を見に来てくれ！　藤原創央

　6月25日、兵庫県洲本市にある淡路島ソーラーファームで農業体験をした後、ソーラーファー
ムを営む岡本賢三さん、純衣さん夫妻にお話を聞かせていただいた。岡本さん夫妻ともに淡路
島出身で、賢三さんは高校卒業とともに島外へ出てサラリーマンをしていた。55歳で仕事を退
職、自分の好きなことをしようと淡路島に戻り、2015年に淡路島ソーラーファームを設立した。
　淡路島に戻ってきて、農業を主体として暮らしていくことに不安に感じることもあったが、その
不安はすぐに無くなった。「ちゃんとできたか？」「育ちが悪いぞ、こうしたらいいんじゃないか。」
周りに住んでいる人からよく声を掛けられる。都会に比べると近すぎる人付き合いが待ってい
た。周りの人達の手を借りながら作物を作ったとき、自らがやったことに対する成果が見えた。
農業を営む人は何をするにも自営的な人が多い。自分でやったことが自分の身になり、実感で
きる。これが農業の大きな魅力のひとつだ。
　他にも淡路島で農業をする魅力はある。自然と直結していることだ。若いときは自然があまり
にも単調で嫌気がさしたという。それでも、年を取るにつれて人間にとって何が幸せかを考える
と、自然と一緒にいることがいちばんだという考えに至った。自然と共存する農業、人間の原点
ともいえる農業、成果を見ることのできる農業。農業には魅力的と感じる要素がたくさん詰まっ
ている。
　そんな魅力のある農業だが、従事している人はまだまだ高齢者が多い。若者たちが農業に
携わるにはどうしたら良いのか。まずは若者たちに、農業をしている人がどのように生活してい
るか、実際に見に来てほしいと賢三さんは言う。都会にいて時間に縛られたり、残業をしたりと
いうよりも、淡路島にやってきて、人間らしい自然な暮らしをするには最終的には農業に落ち
着く。自然な暮らしや自然に対する意識が高く、尊重できる若者こそが淡路島にやってきて、農
業の魅力に触れてほしいと願う。
　賢三さんは農業を広めたい、淡路島の魅力を全国に発信したいという目標がある。淡路島
ソーラーファームのブログは主に純衣さんが発信しているものだ。都会ではない地方からの発
信は、どんなに小さな取り組みでも、何かにつながる大きな可能性を秘めている。淡路島の魅
力、農業の魅力を若者にそして全国に人に知ってもらうために岡本さん夫妻は今日も農作業
をしながら、発信を続けている。

⑪

凄いぞ！新時代の農業「ソーラーシェアリング」　森空都

私は、ジャーナリズム論で1泊2日の合宿に参加した。お邪魔したのは淡路島ソーラーファーム
の岡本ご夫妻の農場で、そこでは、落花生の苗を植えたり、玉ねぎの精選と出荷作業といった
農業体験をさせていただいた。また、午後には岡本賢三さん（61）と岡本純衣さん（61）にお話
を聞き、新事業の「ソーラーシェアリング」について取材させていただいた。ソーラーシェアリン
グ事業を始めるまでの苦労や始めてからの苦労、他にも農業や淡路島についてなどのお話に
ついて聞くことができた。今回、淡路島だからこそできる取り組みや魅力を知る機会となった。
「ソーラーシェアリング農業」が実際にもたらす影響
農家へ：　新たなソーラーシェアリングの発展した取り組みへと繋がる。自然とテクノロジーが
組み合わさることで、従来の農業から若者にとっても適応しやすい農業へと変化する。
地球へ：　持続可能な社会に向けて世界中では環境問題に対して様々な取り組みを行ってい
る。再生可能エネルギーの太陽光発電と農業を関連させたのが今回の「ソーラーシェアリング
農業」だ。この取り組みは二酸化炭素や排気ガスを出すことなくエネルギーを生み出すことが
できる。また、野菜を育てるのに必要な太陽光などを遮ることなく、丁度良い日当たりになって
いる。沢山の恩恵をもたらしてくれる一方で賢三さんは、一つの危惧を持っていた。それは「自
然の情景」が崩れてしまうことだ。ソーラーパネルは今までの自然ではあり得ない光景である。
そういった人工物が増えてしまうこと、それは一つの懸念材料となるだろう。
私たちへ：　直接的には影響は少ないかもしれないが、この事業が大きく発展していくと、私た
ちが生きていくために必要な野菜がソーラーシェアリング農業で作られ、普段の生活で利用す



るエネルギーの供給、CO₂削減などが拡大し地球温暖化を抑えられる。私たちは地球に変わ
らず住み続けられる。
農業に対する思い
「農業の魅力は、自然と直結していること。サラリーマンとは違い、自営業だからこそ成果が一
目見て分かる。農業で自給自足をして、稼ごうとかは思っていない」また、「こうして地元（淡路
島）に戻り、自然の中でのんびり過ごせることはとても嬉しい」と岡本さんは言う。
淡路島の現状と未来
「パソナが淡路島に進出したことで、農業に直接的な影響はなく、むしろ淡路島が活気づいて、
若者が来ることに繋がることは嬉しい。しかし、洲本市にどのような影響がでるのかは分からな
い。」と言う。これから先の淡路島にはさらに注目していきたい。
今を生きる若者達へ
岡本さんは若者に農業への関心を抱いて欲しいと言う。何事もきっかけが大切であり、農業に
限らず物事を知ってもらうことや事業を行う体制・基盤を整えることを事業者は重要視していく
べきだろう。好きなことが好きにできる時代。だからこそ、飛び込んで挑戦することを辞めない
で欲しい。

自然に満ち溢れた日本、もちろん機械・技術の発展が進み、環境問題対策にも繋がっている。
しかし、自然そのものの姿も残していかなければいけないだろう。「自然と共存」このことは忘
れてはいけない。

岡本ご夫妻へのメッセージ

この度は、貴重な機会をいただきありがとうございました。
農業や自然に触れ合う機会が成長するにつれて減少していく中、今回の体験が懐かしい思い
出を蘇らせましたし、改めて自然の素晴らしさに気づくことができました。
岡本さんたちの熱い思い、新事業するまでの苦労を知り、成功までの道のりはやはり簡単なも
のではないなと感じました。私はいきたい方向は何となく決まってきましたが、成功するかどう
かの不安はどうしてもありました。しかし、お話を聞いて、何事にも挑戦していこうという気持ち
に変わりました。
暑い日が続きますが、体調には気を付けてお過ごしください。
また、淡路島にいく際は、会いに行けたらと思いますし、お野菜も食べられたらと思います。本
当にありがとうございました。最高の思い出です！


